
最終更新日

計画検証では、入力した計画の妥当性を検証します。

１）計画の検証結果表示エリアをチェックする

２）問題のある計画を認識する

３）計画を修正する

４）計画修正後再度計画検証を行う

５）計画工数の集計値の参照

　Muraka進捗管理表がプロジェクトマネジメントを改善するツールとなるかどうかのポイントの一つは、

この機能が活用されるかどうかだと考えています。

　計画入力ではそれぞれのタスクの仕事量を設定しています。それぞれのタスクが何日かかり、一日

に投入する工数がどれだけかを入力していますから自動的に計算されます。この仕事量が要員に

適切に割り当てられているのかを検証するのがここでの作業です。

　考え方は単純です。各要員が消化できる仕事量は一日あたり1人日の作業量であるはずです。

それを超えた作業量が割り当てられればその計画は無理があると判定し、Muraka進捗管理表は

警告を発します。

　計画立案者は少なくとも仕事量と生産性と要員体制が整合した計画を立てる責任があります。

■１）計画の検証結果表示エリアをチェックする

上記の検証結果表示エリアのセルは拡大すると下図のようになっており、セルの色は以下の意味を持っています。

また、セルの中の数値（1.,1.3など）は該当担当者の該当日に設定された作業タスクの工数合計です。
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シートの最下層を表示し、
検証結果表示エリアを見る

　該当の担当者の該当日の作業タスクの設定状況を示す
　　　　　　：　予定なし
　　　　　　：　一部設定済み　（まだ余りの工数がある）
　　　　　　：　設定済み　（余りの工数なし）
　　　　　　：　予定過剰　（設定したタスクの工数が過剰）
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■２）問題のある計画を認識する

小笠原さんの ９／１９、９／２２、９／２６ の３日間に警告が出ています（セルが赤くなっている）。
　　　　　　　　　　　　▼
小笠原さんのタスクだけを表示して、どのタスクが重複しているのかを見てみましょう。担当者のフィル
タで小笠原さんの行だけを表示して見ます。
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■３）計画を修正する

検証結果表示エリアに赤いセルがなくなるように計画を修正するのが基本ですが、以下のような

留意点があります。修正の方法は計画入力の時と同じです。

①プロジェクトメンバーの当該プロジェクトへの専従度の考慮

要員が複数の案件をかけもっているため、当該プロジェクトへの専従度が１００％でない

場合があります。このときは、「キャパ/日」の欄に、専従度に応じた数値（１００％なら１、

５０％なら0.5）を入力します。すると、その担当者の計画検証は入力された数値を1日あたり

の最大投入可能工数と判断します。

②一人の担当者が複数タスクを並行して行うケースへの考慮

一人の担当者が複数のタスクを並行して作業する場合があります。例えば今週は４人日の

作業量のタスク（仮にA作業とします）を一つ完了することと、半日ずつのレビューに２回参加

するという計画だったとします。そのとき、進捗管理表ではA作業のタスクに対しては、月曜日

に始めて金曜日に終了させるので所要日数は５日を設定します。そして作業量としては

４人日と見積もっているので、１日当たりの投入工数は０．８と設定することになります。

これに対し、レビューは２日間０．５人日ずつの投入計画となります。

この場合、Muraka進捗管理表での計画検証結果は、レビューがある２日間だけは１日あたり

の工数が１．３（＝０．８＋０．５）となり予定過剰の赤になり、それ以外の日はまだ工数の余りが

ある水色になります。ところが、１週間の合計でみると５人日分の作業量となっていますので、

計画としては問題ありません。複数タスクを並行して作業するような場合は、このようなケース

が出てきますので、必ずしも赤色のセルが残っていれば駄目というわけではありません。

計画を修正する際には、行を削除したり、コピーしたりといった操作が必要になると思われます。

Muraka進捗管理表ではそれらを行う際に、シートに埋め込まれた式や定義を壊さないようにする

ための留意点があります。単純な値の入力や修正以外の操作については、別途「各種操作」という

マニュアルにまとめていますのでご参照ください。

警告された３日間はそれぞれ以下のようになっていることが分かります。
（９／１９）　SEQ ２４と４６のタスクが重複し、投入工数合計が１．３人日となっている。
（９／２２、９／２６ ）　SEQ ２５と４８のダスクが重複し、投入工数合計が１．５人日となっている。
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■４）計画修正後再度計画検証を行う

検証結果表示エリアに赤いセルがなくなっているかを確認します。

■５）計画工数の集計値の参照

①プロジェクト全体での計画工数合計と担当者別の計画工数合計はシートの最下部に表示されています。

②集合タスクの計画工数合計が知りたい時には、以下の操作を行います

プロジェクト全体の工数合
計

担当者別の工数合計

「集合タスク進捗計算」の
ボタンを押します。
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③集合タスクの計画工数合計の表示を消去したいときは、「クリア」のボタンを押します。

「プロジェクト実施計画作
成」という第1レベルの集合
タスクの計画工数合計は、
[工：60.5]と表示され、６０．
５人日であることが示され
ています。

「クリア」のボタンを押しま
す。
　　　　　　　　　▼
集合タスクの自動計算結
果（計画工数合計と進捗
率）が消去されます。
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